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平成 28年 6月 16日  

県立神奈川総合高等学校  

ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ H27年度会長 米光 豊  

    H28年度会長 峯 利喜  

平成 28年度パートナーズ総会フェスティバルの結果報告 

米光会長あいさつ 
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＜生徒、保護者、教職員の協力で盛大に開催されました。以下に結果報告を掲載いたします。＞ 

平成 28年 5月 14日（土） 於 多目的ホール（総合司会：パートナーズ副会長 中島） 

1 コーラスラバーズ 合唱 

2 開会のことば                

皆さん、総会フェスティバルにようこそお越しくださいました。 
今、コーラスラバーズさんと太極拳ファミリーさんのパフォーマンスを見ていただきましたけれども、先ほどの懇談

会でも少し言いましたが、神奈川総合高校の総会は単に議事をやるだけでなく、このようなパフォーマンスも見られる
ということで、この後、議事が終わった後、たくさんの生徒さんや歌いっぱいファミリーさんやパンダファミリーさん
のパフォーマンスも見られますので、楽しみにして今日は楽しんでいただければ、と思います。 
そして、総会資料の表紙の裏側にプログラムがありますが、いろいろな団体が書いてあります。そのほかにもさきほ

どこちらで説明をいただいたホールスタッフさん、通称「ホルスタ」さんがいます。普段は先ほどのように黒の上下を
着ていて、裏方でこのホールすべてを管理してくれています。今もこの両袖と後ろのほうにいてくれています。先週も
リハーサルを一日、朝から夕方までやってくれました。そのおかげで、今日、総会フェスティバルが開けるということ
です。非常に感謝したいと思っているわけです。ありがとうございます。（拍手）それで、実はですね、いろいろな団
体のもう一つの団体として、ホールスタッフさんの照明、音響の技術、舞台回しの技術も一緒にご堪能いただき、惜し
みない拍手をいただければ、と思います。 
これからご一緒に楽しんでまいりましょう。ありがとうございます。  

 皆さま、改めましてこんにちは。神奈川総合高校校長の市川でございます。（浅原副校長、中島教頭 紹介） 
それでは改めまして、本日はお休みのところ、一日日程ということで本校に来校いただき誠にありがとうございま

す。また、日頃よりパートナーズのみなさまには、本校の教育活動に対しまして様々な形で、ご支援ご協力ご理解を
いただいております。この場を借りましてあらためて感謝申しあげます。どうもありがとうございます。 
今年から、高校改革がスタートしたことは皆さんご存知と思いますが、平成 28 年 1 月に県立高校改革実施計画が

策定され、本年度が元年で、これから 12年間の計画で 1期 2期 3期と動いてまいります。この枠のなかで、本校は、
全県で 6校のグローバル教育研究推進校に指定されました。グローバル教育について研究を推進していきなさい、と
いうことでございます。「グローバル化」ということばは、今、全国的に様々な形で聞かれます。元々はグローブと
いう地球というイメージがあるそうですけど、そこから地球規模の様々な課題について解決をする時代、国、地域を
超えて、人、物、金、情報等が動く時代になってきて、そこに向けての人材の育成が大事だということで、様々なと
ころでうたわれております。そういう枠の中でグローバル教育の研究推進というかたちで指定されたということは、
是非頑張っていかなければいけない、と思っているところでございます。 
そういう枠のなかで、この神奈川県だけでなく全国的な動きがあります。「高大接続」という言葉をご存知でしょ

うか。高大接続システム改革会議というものがありまして、最終答申がこの 3 月 31 日に出ております。高校と大学
の教育の内容を改革していく。高校と大学の接続ということで、大学入試に向けても改革をしていく。この 3点をセ
ットで、このグローバル化の時代に向けて大きく変えていきたい、ということが答申で出ています。そういう枠が背
景にあって神奈川の高校教育も動いていく、ということは皆さんにもご承知おきいただきたいと思っています。 
その中で、共通性の確保という言葉と多様化への対応という言葉が出てきます。共通性の確保ということは、高校

生として基礎的な学力をしっかり身につける。大学なりさらに高度な研究機関等に入ったとき、基礎的な学力をしっ
かり身につけていってほしいということ。多様化への時代ということで多様化への対応についてもしっかりやってほ
しい。本校は、多様化への対応については、個性化推進校ということで 20 年間走ってきました。その中でこの共通
性の確保、基礎学力という部分について、やはりこちらの学校にもしっかりとやらなければならないということで、
当然授業の中身の改善も必要ですが、まず授業時間の確保ということも今年から始めているところでございます。 
様々な形でこれからもいろいろな改革をしてまいります。グローバル化に向けてということで、新たな行事もでき

ます。様々なところで皆様のご理解を得ながら、新たな形でさらに飛躍した高校に向けてということで進歩していき
たいと思っておりますので、皆様のご理解ご協力のほどをよろしくお願いします。 
高校改革の冊子については、県のホームページにも載っておりますけども、いろいろなお問い合わせがありました

ら、学校のほうにご意見等もいただけたらと思っていますのでよろしくお願いします。 
今日は、総会フェスティバルということで楽しい場面もたくさんございますので、是非楽しんでいただければ、と

思います。簡単ではございますが、校長の挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 



3 太極拳ファミリー 表演  

4 会長あいさつ（米光 H27年度会長） 

5 校長あいさつ              

6 定足数確認  

会員数 845人に対して、出席 204人委任状 308人、合計 512人（会員の１/3以上で総会成立） 

7 議長・書記選出、挨拶（富田・太田） 

8 議事 

   ・平成 27年度事業報告（米光 H27 年度会長） 
【本部】昨年 5月に総会フェスティバル開催。毎月運営委員会開催。9月に生徒・保護者向け前期卒業パー

ティー、10月に生徒・保護者向け後期ウェルカムパーティー、本年 3月に保護者向け後期卒業パーティ

ー、4月に 22期保護者向けウェルカムパーティー、開催。 

11月に 20周年記念式典 

【高Ｐ連関係】各種研修会 参加、11月に横浜北地区交通安全大会 開催 

【年次部】5,10月に前後期懇談会、7,11月に授業体感ツアー、校長先生と語る会、6月に進路を考える会、

9月に翔鷗祭、10月に社会教育プログラム。 

【広報部】5月にざっくばらん 60号、6月に Who’s who、7月にざっくばらん 61号、9月に翔鷗祭、12月

にざっくばらん 62号を発行。本年 1月に県の高 P 連広報誌コンクールにおいて、優秀賞受賞。 

【国際交流部】6月に海外帰国、在県保護者懇談会、7月に「そーだ、聞いてみよう！神奈総生の国際交流」、

9月に翔鷗祭、本年 1月に「ドイツ料理を作ってみよう」など、異文化交流を目的とした活動。 

主な事業内容に関しては以上です。 

・平成 27年度決算報告・監査報告 (H27年度会計：永井・鈴木先生(佐藤先生)／会計監査：涌井） 
・平成 28年度役員選出・新役員紹介（岩崎指名委員長） 

   ・新会長挨拶(峯会長) 
・平成 28年度事業計画案(峯会長) 
・平成 28年度予算案（野田坂・鈴木先生(佐藤先生)） 

＊ 議事案件はすべて承認されました。詳細は、総会資料をご参照ください。 

9  議長解任 

10 20周年記念事業の報告(中島教頭) 

  ―――――― 休憩 ――――――  （ホワイエにて弦楽合奏部演奏） 

11 吹奏楽部演奏 

  12 退任役員紹介・あいさつ 

（H27 会長:米光、副会長:平田、会計監査:名波、片山） 

13 ダンス部（Chiffons＆GACHACK）演技           

14  放送部 朗読 

15 歌いっぱいファミリー 合唱 

  16 校歌斉唱 （コーラスラバーズ・歌いっぱいファミリー・熊猫家庭） 

   17  閉会のことば 

新会長あいさつ 

このたび、米光前会長の後任としてパートナーズ会長に就任させていただくこととなりました、峯利喜と申し
ます。昨年よりパートナーズの一員として 1 年間、年次部でほんとうに楽しく活動をさせていただいていたので
すが、今回の就任については全く寝耳に水のこと、ただただ驚くばかりです。しかし、お引き受けさせていただ
くからには、全力をもって挑んでいきたいと思っておりますので、どうかよろしくお願いいたします。 
米光前会長からは、引き続きサポートいただけるという温かいお言葉を頂戴するとともに、中島副会長を始め、

本部を経験された方々に今年も引き続きご活動いただけるということは、大変心強く有難いことだと思っており
ます。皆さまもどうかご支援ご協力を何卒よろしくお願い申しあげます。 
…と、ここまで話すとすごく堅い話で終わってしまうので、最後に私自身のことばで少し簡単にお話しさせて

いただきたいと思います。 
最初冒頭、米光前会長のお話の中にもあったと思いますが、パートナーズのモットーというのは「できる人が、

できるときに、できることを」です。年次部、広報、国際交流といった専門部のほか、様々なボランティアファ
ミリーがあってみなさん楽しく活動されています。みなさんも是非これらいろんなファミリーに参加いただき、
楽しんで活動していただければと考えております。 
じゃあいつ入るの？それは【今！】でしょ！！ 
是非、皆さまもお子さんたちに負けないくらい、神奈総での活動をエンジョイしていただければ、と思います。 
最後になりましたが、これらパートナーズの活動は、市川校長先生を始めとする先生方のご支援ご協力が無け

れば到底行うことができません。引き続きご協力の程よろしくお願い申し上げます。 
以上をもちまして、今年度本部役員を代表して挨拶とさせていただきます。 
どうかこれからよろしくお願いいたします。 

県高 P 連の依頼により、

14日当日、懇談会と総会に

て、【熊本地震義援金】の募

金をお願いしたところ、合

計 51,438円集まりました。

九州地方(熊本・大分)を中

心とした高P連に贈呈され

る予定です。 

ご協力ありがとうござい

ました。 


